
茨
城
県
特
集

　

月
中
旬
に
経
済
産
業

省
が
公
表
し
た
２
０
１
３

年
上
期

１
―
６
月

の

工
場
立
地
動
向
調
査
に
よ

る
と
、
茨
城
県
の
県
外
企

業
立
地
件
数
は
１
位
で
、

年
下
期

７
―

月

か
ら
の
２
期
連
続
首
位
と

な
っ
た
。
東
日
本
大
震
災

と
そ
の
後
の
東
京
電
力
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
の

事
故
に
伴
う
風
評
被
害
な

ど
で

年
下
半
期
に
は

位
ま
で
後
退
し
た
が
、
国

の
優
遇
制
度
な
ど
を
生
か

し
た
企
業
誘
致
が
功
を
奏

し
、
順
調
な
持
ち
直
し
が

見
ら
れ
る
。
茨
城
県
の
魅

力
は
何
な
の
か
。
改
め
て

探
っ
た
。

着実に建設が進む東京ガスの「日立ＬＮＧ基地」

「いばらき産業立地セミナー」
　には 社 人が参加した

操
業
を
始
め
た
ネ

ツ
レ
ン
茨
城
工
場

生
産
工
場
立
地
に
最
適

各種優遇制度アピール

　
２
０
１
３
年
上
期
の
「
動

向
調
査
」
で
は
、
工
場
立
地

件
数
が
全
国
１
位

前
年
同

期
は
８
位

、
面
積
が
５
位

同
２
位

、
県
外
企
業
立

地
件
数
が
１
位

同
４
位

と
全
項
目
で
久
し
振
り
に
上

位
と
な
っ
た
。
茨
城
県
も
含

め
、
全
国
的
に
太
陽
光
発
電

事
業
の
立
地
が
増
加
す
る

中
、
太
陽
光
関
係
の
立
地
を

除
い
て
も
件
数
で
３
位
、
面

積
で
１
位
、
県
外
立
地
件
数

で
１
位
と
好
成
績
。
首
都
圏

に
生
産
工
場
を
建
設
す
る
最

適
な
場
所
と
し
て
茨
城
県
が

企
業
担
当
者
に
周
知
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
特
に
県
外
か
ら
の
企
業
誘

致
の
前
戦
に
あ
る
東
京
の
窓

口
の
産
業
立
地
推
進
東
京
本

部
の
評
判
が
高
い
。
「
宮
田

達
夫
本
部
長
と
話
し
を
さ
せ

て
も
ら
っ
た
こ
と
が
決
め
手

に
な
っ
た
」

合
屋
純
一
ネ

ツ
レ
ン
取
締
役

な
ど
、
県

内
に
工
場
立
地
を
決
め
た
多

く
の
関
係
者
が
口
を
揃
え

る
。

　
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
後

に
創
設
さ
れ
た
各
種
優
遇
制

度
が
茨
城
県
の
変
わ
ら
な
い

立
地
優
位
性
や

企
業
誘
致
の
前

戦
窓
口
の
評
判

を
下
支
え
し
て

い
る
こ
と
も
事

実
だ
。

　
「
原
子
力
災

害
周
辺
地
域
産

業
復
興
企
業
立

地
補
助
金
」

は
、
工
場
、
物

流
施
設
を
新
設

す
る
場
合
に
土

地
、
建
物
、
設

備
の
総
額
に
対

し
て
、
１
社
で

最
大

億
円
を

限
度
に
４
分
の

１
以
内
を
補
助

す
る
制
度
。
原

子
力
災
害
の
影

響
を
受
け
た
茨
城
・
栃
木
・

宮
城
の
３
県
を
対
象
と
し
た

総
額
１
４
０
億
円
の
企
業
立

地
補
助
金
で
、
現
在
三
次
募

集
が

年
１
月

日
ま
で
行

わ
れ
て
い
る
。

　
「
津
波
・
原
子
力
災
害
被

災
地
域
雇
用
創
出
企
業
立
地

補
助
金
」
は
、
製
造
業
と
事

業
所
向
け
サ
ー
ビ
ス
業
の
う

ち
、
用
地
の
取
得
か
ら
生
産

設
備
の
設
置
ま
で
の
経
費
が

対
象
。
投
資
額
に
応
じ
て
一

定
の
雇
用
の
創
出
が
条
件
。

茨
城
県
内
で
は
沿
岸
９
市
町

村
と
水
戸
市
が
対
象
。
一
社

当
た
り

億
円
を
上
限
に
、

大
手
企
業
は
５
分
の
１
以

内
、
中
小
企
業
は
４
分
の
１

以
内
を
補
助
す
る
制
度
で
、

今
月
中
に
も
二
次
募
集
が
始

ま
る
見
通
し
だ
。

　
さ
ら
に
「
茨
城
産
業
再
生

特
区
」
は
、
津
波
の
被
害
を

受
け
た
沿
岸
地
域
な
ど

市

町
村
を
対
象
に
、

年
３
月

ま
で
に
機
械
・
装
置
を
設
置

し
た
企
業
は
１
０
０
％
そ
の

年
に
償
却
で
き
る
な
ど
、

年
３
月
ま
で
優
遇
措
置
が
受

け
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
優
遇

制
度
に
つ
い
て
、
県
は
毎
年

秋
に
東
京
で
産
業
立
地
セ
ミ

ナ
ー
を
開
い
て
お
り
、
今
回

も
宮
田
本
部
長
が
来
場
者
に

対
し
て
、
県
内
立
地
を
熱
く

呼
び
か
け
た
。

設
備
の
据
え
付
け
工
事
が

進
む
Ｈ
Ａ
Ｘ
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
本
社
工
場

建
設
が
進
む
日
立
物
流
の

「
つ
く
ば
物
流
セ
ン
タ
ー
」

優位な立地環境深まるいばらきの魅力
エ
ネ
ル
ギ
ー
イ
ン
フ
ラ
強
靱
化

県
外
企
業
立
地
２
期
連
続
首
位

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
重
要
拠
点
に

　
今
回
の
産
業
立
地
セ
ミ
ナ

ー
で
、
大
き
な
テ
ー
マ
と
し

て
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
が
エ

ネ
ル
ギ
ー
イ
ン
フ
ラ
の
強
靱

化
だ
。
今
後
想
定
さ
れ
る
首

都
直
下
地
震
を
踏
ま
え
、
橋

本
昌
茨
城
県
知
事
は
こ
れ
ま

で
に
リ
ス
ク
分
散
の
観
点
か

ら
い
ば
ら
き
の
港
や
圏
央
道

首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車

道

の
重
要
性
を
強
調
し
て

き
た
。
こ
れ
に
加
え

月
の

セ
ミ
ナ
ー
で
安
藤
久
佳
関
東

経
済
産
業
局
長
は
「
首
都
直

下
地
震
・
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
を
想
定
し
た
場
合
、
茨

城
の
地
が
石
油
や
ガ
ス
を
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
イ
ン
フ
ラ
の
重
要
な
拠

点
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
ガ
ス
供
給
に
つ
い
て
は
、

東
京
ガ
ス
が
茨
城
港
日
立
港

区
内
の
県
有
地
を
購

入
。

年
７
月
に
「
日

立
Ｌ
Ｎ
Ｇ

液
化
天
然

ガ
ス

基
地
」
の
建
設

が
着
工
し
、
こ
れ
と
栃

木
県
真
岡
市
に
あ
る
既

存
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を

接
続
す
る
「
茨
城
―
栃

木
幹
線
」
の
建
設
も

年
度
の
供
用
開
始
に
向

け
て
進
め
ら
れ
て
い

る
。

　
同
社
が
日
立
港
区
へ

の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地
建
設
と

茨
城
―
栃
木
幹
線
を
計

画
し
た
最
大
の
理
由
は

「
供
給
拠
点
の
二
極
化

と
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
多

重
化
」

広
瀬
道
明
東

京
ガ
ス
副
社
長

に
あ
る
。

東
京
ガ
ス
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地
は

現
在
、
東
京
湾
に
三
つ
あ
る

が
、
東
日
本
大
震
災
以
降
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
が

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

た
。
ま
た
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に

つ
い
て
は
、

年
度
稼
働
を

目
指
し
、

年
１
月
に
も
着

工
が
予
定
さ
れ
る
「
古
河
―

真
岡
幹
線
」
や
、
調
査
が
始

ま
っ
た
「
日
立
―
鹿
島
幹
線

仮
称

」
が
建
設
さ
れ
る

と
、
「
東
京
湾
を
中
心
と
す

る
環
状
幹
線
と
関
東
一
連
を

結
ぶ
大
き
な
環
状
幹
線
が
で

き
あ
が
る
こ
と
で
、
よ
り
安

定
供
給
が
可
能
に
な
る
の
で

は
な
い
か
」

同

と
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
背
景
も
あ

り
、
茨
城
県
と
同
社
は

月

に
「
茨
城
県
に
お
け
る
天
然

ガ
ス
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
推
進

・
加
速
に
関
す
る
合
意
書
」

を
締
結
。

年

月
に
締
結

し
た
理
念
や
精
神
を
継
承
、

発
展
さ
せ
、
東
日
本
大
震
災

以
降
の
新
た
な
時
代
の
要
請

に
応
え
る
べ
く
、
双

方
が
協
力
し
て
天
然

ガ
ス
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
を
目
指
し
て
い

く
。

　
ま
た
、
企
業
誘
致

の
面
か
ら
も
「
関
東

一
連
を
結
ぶ
大
き
な

環
状
幹
線
」
の
供
用

の
意
味
は
大
き
い
。

「
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
供

給
が
さ
れ
れ
ば
、
陸

・
海
・
空
の
広
域
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

あ
る
世
界
に
開
か
れ
た
茨
城

県
の
企
業
立
地
は
さ
ら
に
加

速
す
る
の
で
は
な
い
か

同
と
し
て
い
る
。

◇

　
茨
城
県
の
企
業
立
地
は
既

存
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
イ
ン
フ
ラ

の
ま
ま
で
も
十
分
、
優
位
性

が
あ
る
こ
と
は
経
済
産
業
省

の
工
場
立
地
動
向
調
査
を
見

て
も
明
ら
か
だ
。

　
ネ
ツ
レ
ン
は
常
陸
那
珂
工

業
団
地

茨
城
県
ひ
た
ち
な

か
市

に
関
東
地
域
の
熱
処

理
受
託
加
工
拠
点
を
再
編
す

る
形
で
中
核
拠
点
と
し
て
茨

城
工
場
の
操
業
を
始
め
た
。

「
北
関
東
一
帯
で
土
地
を
探

し
て
い
た
が
、
物
流
コ
ス
ト

や
お
客
さ
ま
へ
の
リ
ー
ド
タ

イ
ム
の
短
縮
に
つ
な
が
る
」

合
屋
取
締
役

こ
と
を
理

由
に
茨
城
県
を
選
ん
だ
。

　

月
に
竣
工
式
を
終
え
、

し
ゅ
ん
こ
う

年
４
月
操
業
予
定
の
Ｈ
Ａ

Ｘ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

茨

城
県
高
萩
市

は
、
高
萩
市

内
に
本
社
工
場
を
構
え
た
。

同
社
は
、
日
立
建
機
と

旋
回
ベ
ア
リ
ン
グ
専
業

の
ア
ン
テ
ッ
ク
ス

東

京
都
港
区

が
共
同
出

資
し
た
ジ
ョ
イ
ン
ト
ベ

ン
チ
ャ
ー
。
高
萩
市
土

地
開
発
公
社
か
ら
工
業

団
地
内
の
土
地
を
安
価

に
購
入
で
き
、
調
達
企

業
、
納
入
企
業
へ
の
近

さ
を
魅
力
に
上
げ
る
。

「
現
状
は
お
客
さ
ま
の

工
場
に
い
っ
た
ん
運
ぶ

こ
と
に
な
っ
て
い
る
が

将
来
的
に
は
直
接
、
常

陸
那
珂
港
区
に
お
客
さ

ま
か
ら
お
預
か
り
し
て
い
る

部
品
を
運
び
、
海
外
に
出
し

て
い
き
た
い
」

八
木
良
平

社
長

と
港
湾
の
直
接
の
利

用
も
視
野
に
入
れ
る
。

◇

　
物
流
企
業
に
と
っ
て
は
港

湾
環
境
の
整
備
・
充
実
も
重

要
な
判
断
材
料
だ
。
日
立
建

機
は
物
流
機
能
を
、
日
立
物

流
が
今
年
７
月
に
着
工
を
始

め
た
「
つ
く
ば
物
流
セ
ン
タ

ー
」

茨
城
県
つ
く
ば
市

に
集
約
す
る
こ
と
を
決
定
し

て
い
る
。
日
立
物
流
が
つ
く

ば
市
内
の
土
地
を
選
ん
だ
理

由
の
一
つ
に
「
東
京
港
に
近

い
こ
と
」

東
日
本
営
業
本

部

を
挙
げ
て
い
る
。
だ

が
、
東
京
港
よ
り
も
常
陸
那

珂
港
区
に
新
物
流
セ
ン
タ
ー

が
近
い
こ
と
か
ら
「
コ
ン
テ

ナ
船
が
今
後
増
え
れ
ば
、
将

来
的
に
は
常
陸
那
珂
港
区
を

利
用
す
る
可
能
性
も
あ
る
」

同

と
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
物
流
企
業
に
と
っ

て
、
広
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
は
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
。
今

後
、
港
湾
や
高
速
道
路
の
整

備
だ
け
で
な
く
、
物
流
企
業

に
多
く
聞
か
れ
る
国
道
の
渋

滞
緩
和
策
も
必
要
と
言
え
そ

う
だ
。

　◎ ２０１３年 平成２５年 １２月１３日 金曜日 【広告特集】 （ ）


